
富士ソフト企画株式会社(富士ソフト特例子会社)

〇槻田 理（教育事業部）

〇遠田 千穂（企画開発部）責

障がい者社員のテレワーク・在宅勤務
（身体・知的・精神・発達）
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１．コミュニケーション

（ⅰ）ビデオ通話アプリの使用

• 朝・夕 最低2回チームメンバー全員で会話

（ⅱ）朝・昼・夕 電話にて報告

（ⅲ）チャットによる連絡

（ⅳ）面談

• 上司と1対1

• 週1回、30分、オンライン（ビデオ通話）
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• 雑談の重要性

• 笑うことが大事

• 職場では話せないような

内容もバンバン話せる

• 音声通話

• チャット

• 午後3時のおやつ披露合戦
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２．環境

（ⅰ）ノートPCの貸与

（ⅱ）USBメモリの貸与

• PCはインターネットにつなげない

• セキュリティの観点から

• USBメモリは職場と貸与PC間のデータ移動で使用
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③在宅勤務ならではの成果

• イントラネット掲載の記事
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④体調管理

• 生活記録表を毎日つける
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⑤在宅勤務を行ってみて

（ⅰ）環境の変化により、体調を崩す社員が出た

• 出社→在宅、 在宅→再出社

（ⅱ）在宅勤務用の業務の切り出しが十分でなかった

• 在宅勤務用の業務の創出は望ましくない

• 感染予防を徹底して、出社勤務の体制を整えていく
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≪アフターコロナ≫

・うつ病の予防…自己より他者を思いやる。心のマスク

・自傷行為の予防…身体状況のサイン、動きをよく見る

・離職の予防…今があることに感謝をすること

ピンチのチャンスの女神は前髪のみ

昨日を引きずらず、今日やること、明日やることを
朝礼、昼礼、終礼で明確にし、情報共有をする
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≪ヘルスキーパーの活躍≫

・気、血、水の循環を良くする

・手当は万能薬（ハンドパワーは強固な癒し）
⇒10分話しかけながらさするだけで良い。

・薬のみではなく、ヨガ、運動、マッサージ、
ヘルシーな食生活を心掛ければ
医療費の軽減につながるのではないか？

～右折して健康管理室に行くより、左折してマッサージルームに行こう～
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≪心のマスク≫

・教育事業部が在宅勤務中、職業訓練、トライに応用できるように書いた
PPTやコラムを冊子にする。

・互いがサポートしあうことで、自らの障がいを軽減する。

～就労は障がいを軽減する～
コロナ禍ではなく、自らと向き合える人生を深く考えるチャンス。
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